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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 15, 22/10/2002 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

塩化スルフリル  

物質名：Sulfuryl chloride  

化学式：Cl2O2S  

CAS No.：7791-25-5  

  

 

SIAR 結論の要旨 

ヒトの健康  

塩化スルフリルの吸入急性毒性は高い。雄の Sprague-Dawley ラットの頭部のみの蒸気をばく露による 4 

時間LC50が 878mg/m3と算定された。臨床兆候には鼻水及び眼の刺激が含まれた。  

 

ヒトにおいて、塩化スルフリル蒸気の吸入ばく露で遅延性誘発の肺浮腫が報告された。  

 

塩化スルフリルは湿った大気中でゆっくりと加水分解し、水と激しく反応し、塩化スルフォン酸、塩酸、

並びに硫酸を生成する。この加水分解反応のために、塩化スルフリルは皮膚、眼、並びに気道に腐食性があ

る。  

 

感作性に関する塩化スルフリルの試験は入手できない。加水分解生成物である硫酸及び塩酸はヒト及び実

験動物における感作性の兆候は示さなかった。  

 

最低ばく露レベル17mg/m3で肺炎が依然として観察されたので、ラットにおける塩化スルフリルの14日間

吸入試験からは、NOAECを引き出せなかった。報告された影響は化学的及び生物学的特性、すなわち、塩化

スルフリル、並びにその加水分解生成物である塩酸、硫酸、及び塩化スルフォン酸の腐食性に関するあらゆ

る他の証拠と一致している。硫酸で実施した試験は LOAECs は 0.3mg/m3の範囲で、塩酸の 90 日試験で 

LOAEC は 15mg/m3であった。すべての所見は初期接触局所に限られていて、酸の刺激/腐食特性により説

明できる。  

 

塩化スルフリルは加水分解生成物である塩酸、硫酸、及び塩化スルフォン酸と同様にすべて腐食性と分類

され、塩酸及び塩化スルフォン酸は気道刺激性と分類される。主要な全身影響は報告されなかった。  

  

塩化スルフリルは Salmonella typhimurium を用いた Ames 試験において、変異原活性を示さなかった。

わずかな変異原活性が代謝活性化なしに 1 つの試験菌株で観察された。しかしながら、この結果は追加試験

において再現できないことがわかった。塩化スルフリルは分解して酸になるので、結果として生じる pH の

変化は in vitro 及び in vivo において侵入場所での染色体異常及び他のDNA 損傷のような遺伝毒性影響

を誘発するかもしれない。  
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塩化スルフリルの発がん性は特定されなかった。加水分解生成物の塩酸及び硫酸は実験動物の生涯ばく露

で腫瘍発生率の増加を示す明白な示唆は得られなかった。  

 

生殖または発達影響に関する塩化スルフリル試験は入手できず、加水分解生成物である硫酸及び塩酸の繁

殖影響に関するデータもなかった。発達毒性に関して、加水分解生成物の硫酸は吸入ばく露後にマウス及び

ウサギにおいて有害影響を示す示唆は得られなかった。塩化スルフリルはばく露入口局所で毒性作用があり、

生殖器官または胚/胎児に到達するとは思えないので、哺乳動物における生殖または発達毒性は塩化スルフリ

ルへのばく露ではどんな経路によっても発生しないようである。  

 

ヒトにおいて、いくつかの疫学的試験は硫酸を含む無機強酸ミストへのばく露と喉頭がんの発生率の増加

との相関関係を指摘した。IARC（1992）は“硫酸を含む無機強酸のミストへの職業的ばく露はヒトに発がん

性がある”(グループ1)と結論している。混同する因子が十分に排除できないという懸念が持ち上がっている。

その影響は、強酸への長期ばく露後に予想される二次所見、即ち細胞毒性及びその結果として生じる細胞増

殖の増加の刺激によるものかもしれない。      

  

環境  

塩化スルフリルは湿気/水に敏感な液体で、完全に加水分解し、沸点(69℃)以上に加熱すると 100℃から分

解する。水と激しく反応する。蒸気圧は 20℃で 148hPa であり、logKow は加水分解のために測定できない。  

 

塩化スルフリルは水中に放出されると、加水分解により硫酸及び塩酸に分解する。室温で撹拌する加水分

解のガイドライン試験は、本物質が 5 分以内に完全に加水分解することを示している。加水分解生成物の環

境影響評価については、OECDのHPV化学物質計画の中で硫酸（CAS No. 7664-93-9）及び塩酸(CAS No. 

7647-01-0)の有害性評価の報告結果で言及されている。両酸とも強い鉱酸であり、水中で容易に夫々、硫酸

イオンまたは塩素イオン、並びに水和プロトンに解離し、それらは水と混和する。両酸の完全なイオン化は、

両酸が微粒子物質またはその表面に吸着されないこと、及び生物組織に蓄積されないことを暗示している。  

 

塩化スルフリルの加水分解生成物は多くの水生生物種で試験されている。影響のすべては酸性化能で説明

がつく。  

 

Lepomis macrochirusは pH 値が 3.5－3.25 に達すると急性毒性(96 時間 LC50）を示した。魚の初期生

活段階の慢性毒性試験は pH6.0（Jordanella floridae、45 日間ばく露）及び pH5.56（Salvelinus fontinalis、

10ヶ月ばく露）で NOECs を示した。  

  

ばく露  

約 10,000 から 20,000 トン/年の塩化スルフリルが 2001 年に世界中で約 7 つの企業によって製造され

た。塩化スルフリルは基本的な化学物質であり、化学的に加工され、様々な応用分野で使用される中間体と

なる。特別な使用のための密閉されたバッテリーのほかに直接的使用は知られていない。塩化スルフリルの

迅速な加水分解特性もあり、製造及び加工工程による、環境への排出は担当国の製造現場では確認されてい

ない。また他の製造及び加工工場での環境への排出に関する情報はない。  
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塩化スルフリルは閉鎖系で生産されている。保守作業中のばく露から作業者を保護するために、技術管理

及び個別訓練の様な予防手段が用いられている。塩化スルフリルは蒸気圧が高く、水と激しく反応するだろ

う。このため、作業者は潜在的に蒸気の吸入によりばく露されるか、または液体の飛散により経皮的にばく

露されるかもしれない。  

 

担当国における一般大衆のばく露はない。  

  

勧告  

本化学物質は現在のところ、追加の研究の優先度は低い。  

  

勧告の理論的根拠並びに勧告された追加の研究の特性 

ヒトの健康  

腐食性はヒトの健康有害性を示す。事故ばく露の予防を含め、重要なヒトばく露を避けるための十分な管

理手段が適切にとられていれば、追加の研究は勧告されない。そうでない場合、リスクアセスメント及び、

必要ならば、リスク低減対策が勧告される。  

  

環境  

本化学物質は非常に迅速に加水分解し、そのために、塩化スルフリルの環境への放散が発生しないと思わ

れるので、現在のところ、追加の研究の優先度は低い。分解生成物である硫酸及び塩酸は既に OECD SIDS 計

画内で評価されている。  
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